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第 2 章においてはモパイル環境のためのイベント駆動型データベースである AMDS CActive Mobile Database 
System) について述べている。 AMDS は移動体の接続・切断をイベントとして取り扱えるように拡張したデータベ
ースシステムであり、 AMDS を用いることでモパイル環境における多様なサービスを提供できることを確認している。
また、分散配置された ECA CEvent, Condition, Action) ルール群の異常動作発生を検出する手法を提案し、モパイ
ル環境において安全にイベント駆動型サービスを運用できることを確認している。
次に、第 3 章では地理情報システムのためのイベント駆動型データベースである ActiveGIS について述べている。
ActiveGIS は位置情報と無線で配信される地理情報をもとに位置依存サービスを提供するデータベースシステムであ
る。 ActiveGIS における ECA ルールである ECA・ML はデータ交換のための標準フォーマットとして広く用いられて
いる XML 形式で記述するため、閉じく XML で記述された地理情報に含めて配信し、期限付きオブジェクトや受信
者限定型のデータ配信が実現できることを確認している。
第4 章では、放送環境のためのイベント駆動型データベースである SADB CSuper Active DataBase system) につ
いて述べている。大量のデータが放送される環境では必要なデータのみを抽出するフィルタリング技術が重要になる。






















(3) データベース中に蓄積されたデータを ECA ルールを用いてリアルタイムプレゼ、ンテーションとして提示する手
法を提案している。実験システムアクティブカラオケを構築し、蓄積データを提示する際に ECA ルールを用い
ることで状況依存の素材選択や特殊効果の適用などが有効に機能することを示している。
以上のように、本論文はイベント駆動型データベースの概念を用いることでさまざまな環境において状況依存のサ
ービスが実現できることを示し、新たなコンビューティングの枠組みを提案している。また、実システムの開発と運
用を通して多くの有用な研究成果をあげており、情報システム工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
